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編 修 趣 意 書 

（教育基本法との対照表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-61 高等学校 国語 論理国語  

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

50 大修館 論国 705 論理国語 

１．編修の基本方針 

・主体的・対話的で深い学びをとおして、実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的、批判的、創造的に

考える力を伸ばし、言葉で伝え合う力を高めることができるよう配慮する。 

・言葉がもつ価値への認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす力を身につけるとともに、生涯にわたって読

書に親しむ態度を養い、他者や社会に対する関心を育むことができるよう配慮する。 

・教育基本法第2条に示された教育目標への対応に配慮しつつ、現代社会における多様な話題・題材を提示して生徒

の興味・関心を喚起し、言語活動をとおして生徒が主体的に学習に取り組めるよう配慮する。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

【第Ⅰ部】 

1 世界・言葉・私 

世界を広げる「批評」の言葉／対

話の精神／言葉を定義する／批評 

・主体的、創造的に世界と関わることについて考えを深める教材として、「世界を
広げる『批評』の言葉」「対話の精神」を収録した。（第 1・2 号） 

・言葉の定義づけについて考える「言葉を定義する」を位置づけた。（第 1 号） pp. 7-22 

2 芸術と文化 
ミロのヴィーナス／余白の美学／

具体的/抽象的に書く／美意識 

・対比や具体と抽象の関係をとらえるとともに、美や文化について考えを深める教

材として「ミロのヴィーナス」「余白の美学」を収録した。（第 1・5 号） 

・具体と抽象の関係を理解し、自身の表現に取り入れる「具体的／抽象的に書く」
を位置づけた。（第 1 号） 

pp. 23-42 

3 共同体のいま 
家族化するペット／コミュニティ

から見た日本／統計資料から分析

したことを書く／共同体 

・現代社会の課題について理解を深めるとともに、文章と統計資料を関連づけなが
ら的確に読み取る力を身につける教材として、「家族化するペット」「コミュニテ
ィから見た日本」を収録した。（第 1・3 号） 

・統計資料から読み取ったことをまとめる「統計資料から分析したことを書く」を
位置づけた。（第 1・3 号） 

pp.43-64 

4 科学の可能性 
自己をモデル化する知能／科学は

生きている／人工知能の可能性と

罠／立場を明確にして書く／科学 

・科学と人間や社会、環境との関係について理解を深める教材として、「自己をモ
デル化する知能」「科学は生きている」「人工知能の可能性と罠」を収録した。
（第 1・3 号） 

・他者の意見に対して、自分の立場を明確にして意見を述べる「立場を明確にして
書く」を位置づけた。（第 1・3 号） 

pp.65-92 

5 日本語の多様性 
敬語への自覚、他者への自覚／

「方言コスプレ」現象／学術の専

門語／情報を集めて分類する／言

葉の変遷 

・我が国の言葉や、その使い分けについて理解を深める教材として、「敬語への自
覚、他者への自覚」「『方言コスプレ』現象」を収録した。（第 1・5 号） 

・テーマに沿って調査したことを分類してまとめる「情報を集めて分類する」を位
置づけた。（第 1 号） 

pp. 93-114 

6 思考の枠組み 
スキーマと記憶／絵を見る技術／

デジタル地図から見える世界／図

版を分析して書く／パラダイム 

・図と文章を関係づけて読む力を養うとともに、ものの見方や思考の枠組みについ
て理解を深める教材として、「スキーマと記憶」「絵を見る技術」「デジタル地
図から見える世界」を収録した。（第 1・2 号） 

・図版をもとに考えたことを書く「図版を分析して書く」を位置づけた。（第 1・2

号） 

pp. 115-146 

7 社会の原点 
社会的実在としての言語・法・貨

幣／分かち合う社会／意見を交流

する／社会の構造 

・人間社会の成り立ちについて理解を深める教材として、「社会的実在としての言
語・法・貨幣」「分かち合う社会」を収録した。（第 1・3 号） 

・他者からの意見をもとに、自分の書いた文章を推敲する「意見を交流する」を位
置づけた。（第 1・3 号） 

pp. 147-168 
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8 グローバル化の先へ 
心に「海」を持って／世界は、い

ま／グローバリゼーションと文化

／現代日本の開化／調べたことを

レポートにまとめる／世界と平和 

・グローバル化の意義や課題について理解を深める教材として「心に『海』を持っ
て」「世界は、いま」「グローバリゼーションと文化」を収録した。（第 1・5 号） 

・テーマに沿って調べたことを、全体の構成に注意しながらまとめて文章にする
「調べたことをレポートにまとめる」を位置づけた。（第 1・3 号） 

pp. 169-202 

【第Ⅱ部】 

1 自己と他者 
「贈り物」としてのノブレス・オ

ブリージュ／人はなぜ贈与するの

か／相手を意識して書く／アイデ

ンティティー 

・「贈与」という観点から、自己と他者について理解を深める教材として「『贈り

物』としてのノブレス・オブリージュ」「人はなぜ贈与するのか」を収録した。

（第 1・2・3 号） 

・どのような読者に向けて書くのかを意識しつつ、わかりやすい表現で書くことを

目的とした「相手を意識して書く」を位置づけた。（第 1・2・3 号） 

pp. 203-220 

2 コミュニケーション
の手段 
記号的メディアと物理的メディア

／ネットワーク上のコミュニケー

ション／対比して論じる／コミュ

ニケーション 

・コミュニケーションの手段や、それがコミュニケーションに与える影響について
理解を深める教材として、「記号的メディアと物理的メディア」「ネットワーク上
のコミュニケーション」を収録した。（第 1・3 号） 

・対比を用いて意見を述べる「対比して論じる」を位置づけた。（第 1・3 号） 
pp. 221-240 

3 メディアの変容 
ポスト真実時代のジャーナリズム

の役割／消費されるスポーツ／仮

説を立てて検証する／メディア 

・マス・メディアの役割や人々への影響について理解を深める教材として、「ポス

ト真実時代のジャーナリズムの役割」「消費されるスポーツ」を収録した。（第 1

・3 号） 

・グラフをもとに仮説を立て、その裏づけとなる情報を調べる「仮説を立てて検証

する」を位置づけた。（第 1 号） 

pp. 241-260 

4 言語の探究 
人を指す言葉／猫は後悔するか／

共感覚と比喩／アンケート調査を

もとに書く／言語と認識 

・言語と認識や文化との関係について理解を深める教材として、「人を指す言葉」

「猫は後悔するか」「共感覚と比喩」を位置づけた。（第 1・5 号） 

・アンケート調査を行いその結果をまとめる「アンケート調査をもとに書く」を位

置づけた。（第 1・2・3 号） 

pp. 261-292 

5 政治と社会 
多数決を疑う／政治を支える心構

え／「である」ことと「する」こ

と／民法の条文／対立した意見を

ふまえて書く／政治 

・政治や社会との向き合い方について理解を深める教材として、「多数決を疑う」

「政治を支える心構え」「『である』ことと『する』こと」を収録した。（第 1・3

号） 

・対立した意見について、論点を明確にしつつ、自分の考えや折衷案などを述べる

「対立した意見をふまえて書く」を位置づけた。（第 1・3 号） 

pp. 293-328 

6 存在への問い 
日常に走る亀裂／言語と他者／テ

ーマの具体化・焦点化／心と身体 

・自己の存在や他者との関係について理解を深める教材として、「日常に走る亀裂」

「言語と他者」を収録した。（第 1・2・3 号） 

・あるテーマについて、具体的に掘り下げて論じることを明確にする「テーマの具

体化・焦点化」を位置づけた。（第 1・2・3・4 号） 

pp. 329-348 

7 環境へのまなざし 
生物多様性の恩恵／地球システム

の中の人間／リスク社会としての

現代／問いを立ててレポートを書

く／環境 

・環境保護の意義や課題について理解を深める教材として、「生物多様性の恩恵」
「地球システムの中の人間」「リスク社会としての現代」を収録した。（第 1・3・
4 号） 

・自分で問いを設定し、調査したことを報告する「問いを立ててレポートを書く」
を位置づけた。（第 1・2 号） 

pp. 349-382 

8 歴史と時間 
無常ということ／日本文化の三つ

の時間／歴史そのままと歴史離れ

／自由に考えを書く／歴史 

・歴史や時間のとらえ方について理解を深める教材として、「無常ということ」「日
本文化の三つの時間」を収録した。（第 1・5 号） 

・教科書で学んだことのまとめとして、自分の考えを自由に書く「自由に考えを書
く」を位置づけた。（第 1・2 号） 

pp. 383-400 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・単元のテーマや関連書籍について理解を深められるように、各単元末に「テーマと読書」を設置した。 

・読書への関心を高められるよう、「読むこと」の著者紹介において、関連書籍を紹介する「著作案内」を設置した。 

・幅広い知識や教養を身につけられるよう、評論文などでよく取り上げられるテーマや語句について解説した「キー

ワード解説」を付録に設置した。また、「キーワード索引」「人名索引」もあわせて設置し、教科書内の語句や人

名を検索できるようにした。 

・「読むこと」「書くこと」の活動が円滑に行われるよう、参考となる基礎的な情報を「知の道具箱」として巻末に

まとめて提示した。 
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編 修 趣 意 書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-61 高等学校 国語 論理国語  

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

50 大修館 論国 705 論理国語 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
●基本方針 

・主体的・対話的で深い学びをとおして、実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的、批判的、創造的に

考える力を伸ばし、言葉で伝え合う力を高めることができるよう配慮する。 

・言葉がもつ価値への認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす力を身につけるとともに、生涯にわたって読

書に親しむ態度を養い、他者や社会に対する関心を育むことができるよう配慮する。 

・学習指導要領に示された教育目標への対応に配慮しつつ、現代社会における多様な話題・題材を提示して生徒の興

味・関心を喚起し、言語活動をとおして生徒が主体的に学習に取り組めるよう配慮する。 

 

●構成 

・第Ⅰ部・第Ⅱ部の 2 部構成とし、それぞれに、テーマの異なる単元を 8 単元ずつ配置した。また、各単元の

学習をとおして考えを深めたい「問い」を単元扉に提示した。 

・「読むこと」「書くこと」の力をバランスよく身につけられるように、すべての単元に、「読むこと」と「書く

こと」の教材を位置づけた。また、コラム「テーマと読書」を設置し、単元のテーマや関連書籍について理

解を深められるようにした。 

 

●教材選択にあたっての配慮 

・「読むこと」では、現代に生きる高校生が知っておきたい新鮮で多様なテーマを取り入れつつ、論理的・批判

的な思考力を高めることができる教材を配置した。 

・「書くこと」では、自分の考えを他者に的確に伝えられるようになるために、「書く」上での多様な観点や形

式を学ぶことができる教材を配置した。 

 

●教材化の工夫 

１「読むこと」の教材化 

・教材冒頭に「目標」を掲げ、学習内容を明確化できるようにした。 

・語句・漢字の学習に役立つ「語句・漢字」欄を見開きごとに配置。読み替えや同音異義語、対義語などの情

報も充実させ、漢字・語彙の学習に資するようにした。 

・評論などを読み解く際に大切な語句を「キーワード」として示した。資料編の「キーワード解説」とあわせ

て語彙力の育成に資するようにした。 

・「学習のポイント」には、教材の内容を正確に読み取るための設問「内容把握」のほか、論理的に文章を考察

したり、発展的に自分の考えを述べたりする「考察・発展」を設置した。また、論理的な文章を書いたり読

んだりする上で注目したい語彙や表現についての設問「語彙・表現」を設置した。 

・生涯を通じた読書生活の充実に配慮し、各教材に「著作案内」を配置し、読書への意欲を喚起するよう工夫

した。 

２「書くこと」の教材化 

・教材冒頭に「目標」を掲げ、学習内容を明確化できるようにした。 

・「課題」に取り組む際に参考となる情報をまとめた「課題へのアプローチ」を設置し、文章を書く上で押さえ

ておきたい観点や方法を明示した。 

 

●付録の充実 

・付録として「キーワード解説」を設置し、重要語句についての理解を深められるようにした。また、「人名索

引」「キーワード索引」も設置し、教科書内でどのような語句や人物が掲載されているか、一覧できるように

した。 

・巻末には「知の道具箱」を設置し、さまざまな学習場面で活用できる基礎的な情報をまとめて提示した。 



２．対照表

(3)

ア イ ウ エ ア イ ウ ア ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ ア イ ウ エ オ カ キ ア イ ウ エ オ

世界を広げる「批評」の言葉 ○ ○ ○ ○ ○ ○

対話の精神 ○ ○ ○ ○

言葉を定義する ○ ○ ○

【テーマと読書】批評 ○

ミロのヴィーナス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

余白の美学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

具体的／抽象的に書く ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】美意識 ○

家族化するペット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニティから見た日本 ○ ○ ○ ○ ○

統計資料から分析したことを書く ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】共同体 ○

自己をモデル化する知能 ○ ○ ○ ○ ○ ○

科学は生きている ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人工知能の可能性と罠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

立場を明確にして書く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】科学 ○

敬語への自覚、他者への自覚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「方言コスプレ」現象 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【参考】学術の専門語 ○ ○

情報を集めて分類する ○ ○ ○

【テーマと読書】言葉の変遷 ○

スキーマと記憶 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

絵を見る技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デジタル地図から見える世界 ○ ○ ○ ○ ○

図版を分析して書く ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】パラダイム ○

社会的実在としての言語・法・貨幣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

分かち合う社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見を交流する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】社会の構造 ○

心に「海」を持って ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

世界は、いま ○ ○ ○ ○

グローバリゼーションと文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【参考】現代日本の開化 ○

調べたことをレポートにまとめる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】世界と平和 ○

「贈り物」としてのノブレス・オブリージュ ○ ○ ○ ○

人はなぜ贈与するのか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相手を意識して書く ○ ○

【テーマと読書】アイデンティティー ○

記号的メディアと物理的メディア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネットワーク上のコミュニケーション ○ ○ ○ ○ ○ ○

対比して論じる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】コミュニケーション ○

ポスト真実時代のジャーナリズムの役割 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

消費されるスポーツ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮説を立てて検証する ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】メディア ○

人を指す言葉 ○ ○ ○ ○ ○

猫は後悔するか ○ ○ ○ ○ ○

共感覚と比喩 ○ ○ ○ ○ ○

アンケート調査をもとに書く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】言語と認識 ○ ○

多数決を疑う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

政治を支える心構え ○ ○ ○ ○ ○ ○

「である」ことと「する」こと ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

民法の条文 〇 〇 〇 〇 〇 〇

対立した意見をふまえて書く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】政治 ○

日常に走る亀裂 ○ ○ ○ ○

言語と他者 ○ ○ ○ ○

テーマの具体化・焦点化 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】心と身体 ○

生物多様性の恩恵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地球システムの中の人間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リスク社会としての現代 ○ ○ ○ ○ ○

問いを立ててレポートを書く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】環境 ○

5　政治と社会

3　メディアの変容

5　日本語の多様性

4　言語の探究

7　社会の原点

8　グローバル化の先
へ

【第Ⅱ部】

1　自己と他者

2　コミュニケーションの
手段

Ａ:3
Ｂ:7

pp.
147-168

Ａ:3
Ｂ:5

Ａ:3
Ｂ:7

pp.
221-240

pp.
203-220

Ａ:5
Ｂ:7

Ａ:3
Ｂ:5

(1)

6　思考の枠組み

pp.
65-92

Ａ:3
Ｂ:7

Ａ:3
Ｂ:5

pp.
93-114

Ｂ読むこと

(2)

図書の構成・内容

pp.
7-22

Ａ:2
Ｂ:4

(1)

学習指導要領の内容

(1)

【第Ⅰ部】

1　世界・言葉・私

Ａ:5
Ｂ:7

2　芸術と文化

3　共同体のいま

4　科学の可能性

(2) (2)

Ａ:3
Ｂ:5

Ａ:3
Ｂ:5

pp.
43-64

pp.
115-146

pp.
23-42

知識及び技能
Ａ書くこと

Ａ:3
Ｂ:5

pp.
261-292

pp.
241-260

該当
箇所

配当
時数

Ａ:2
Ｂ:4

pp.
169-202

Ａ:3
Ｂ:7

Ａ:3
Ｂ:5

6　存在への問い

7　環境へのまなざし
pp.

349-382

pp.
329-348

pp.
293-328

2



(3)

ア イ ウ エ ア イ ウ ア ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ ア イ ウ エ オ カ キ ア イ ウ エ オ

(1)

Ｂ読むこと

(2)

図書の構成・内容

(1)

学習指導要領の内容

(1) (2) (2)

知識及び技能
Ａ書くこと

該当
箇所

配当
時数

無常ということ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本文化の三つの時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【参考】歴史そのままと歴史離れ ○

自由に考えを書く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【テーマと読書】歴史 ○

キーワード解説 ○ ○ ○ ○

人名索引 ○

キーワード索引 ○

○ ○ ○ ○ ○
巻末
1-15

-

総計
Ａ:50
Ｂ:90
計:140

付録

8　歴史と時間
pp.

383-400
Ａ:3
Ｂ:5

pp.
401-415

-

知の道具箱

3


